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　平
成
30
年
度
の「
文
化
財
保
護
法
」改
正
以
降
に
制

度
化
さ
れ
、
市
町
に
お
け
る
文
化
財
の
保
存
と
活
用

に
関
し
て
、
法
律
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
総
合
的

な
計
画
で
す
。

　こ
れ
ま
で
は
、
指
定
を
受
け
た
建
造
物
や
祭
り
な

ど
の
文
化
財
を
単
独
で
保
護
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
指
定

文
化
財
だ
け
で
な
く
、
市
民
が
守
り
伝
え
た
い
と
思

う
歴
史
文
化
遺
産
を
含
め
て
、
地
域
全
体
で
保
存
・

活
用
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
に
よ
り
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
地
域
振
興
や

文
化
財
の
継
承
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　市では歴史文化遺産を適切に保存し未来へ継承していくため、小松市文化財
保存活用地域計画を作成し、今年の7月に文化庁から認定を受けました。地域総
がかりで、守り生かす体制づくりを進めていきます。

　文化財に携わる多様な登壇者が繰り広げるパ
ネルディスカッションを通じて、歴史文化の魅
力発信から、文化財継承、地域総がかりでの取
り組み方法を探ります。

　市
で
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
3
年
間
に
わ
た
り
、
文

化
財
調
査
の
整
理
や
地
域
へ
の
聞
き
取
り
調
査
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
、
多
様
な
立
場
の
意
見
を

集
め
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
約
1
7
0
0
件
の

未
指
定
文
化
財
の
抽
出
が
で
き
た
こ
と
や
、
文
化
財
の

保
存
・
活
用
に
つ
い
て
の
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、「
も
の
づ
く
り
と
交
流
の
物
語

を
つ
む
ぐ
ま
ち
・
小
松
」を
将
来
像
に
掲
げ
た「
小
松
市

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　今
後
は
、
市
民
や
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
と
連
携
・

協
働
し
な
が
ら
、
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
本
市
の
文
化
財
を
未
来
へ
継
承
し
て
い

き
ま
す
。

登
壇
者

こまつの文化財
守り、未来へつなぐ

小
松
版
！

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
と
は

㈱こまつ賑わい
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小松市文化財
保存活用地域計画認定記念フォーラム

みんなで歴史文化を生かしたまちづくりを考えてみませんか？

ところ
と　き 令和8年1月25日（日） 13:30～16:00

サイエンスヒルズこまつ
80人程度（要予約）
当日までにこまつ電子申請サービスから

定 員
申し込み

特 集

那谷寺境内（奇石）

小松天満宮本殿・拝殿

八日市地方遺跡出土品初代徳田八十吉作 九谷松鶴文九角大皿観音下石切り場

小松城本丸櫓台石垣前田利常画像〈部分〉（那谷寺蔵）

もっと計画内容を知りたい人は
市ホームページをご覧ください。

計画の中身をのぞいてみよう!

　地形と歴史文化の結びつきをひもとき、小松
の歴史文化を特徴づける「ものづくりと交流」を
テーマとして6つのストーリーを作りました。　

魅力的な6つのストーリー

　この2地区は特に歴史文化遺産が集まり、地
域の産業活動により形成された石の文化を表す
石切り場などの景観があります。日本遺産「『珠
玉と歩む物語』小松」の核となる地区でもあり、
地区ごとに課題の抽出とその課題に対する取り
組みを設定しています。

2つの歴史文化遺産保存活用区域
「西尾地区」と「那谷地区」

里山の資源を活かした珠玉のものづくり

交流拠点を行き交う人と物資

加賀国府をめぐる交流の物語

信仰の道と交流～白山信仰と一向一揆～

前田利常が拓いたものづくりと交流

ものづくりと交流を支えた水郷と里山の営み
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4.
5.
6.
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